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価値共創オフィス
プロジェクトに関するお問い合わせ
・これから…「自然観光」が13.46%
　　　　　　 「温泉旅行」が10.89%
　　　　　　 「グルメ」が10.56%
　　　　　　 「歴史・文化観光」が10.34%
　　　　　　 「リゾート・ホテル」が9.03%
・観光テーマについて、感染症流行前後で、大きな変
化は見られない。
しかし、感染症収束後のテーマについて、「アウトド
ア」が増加し、人込みや混雑を連想させる「テーマパ
ーク」・「都市観光」・「祭り・イベント」が減少してい
ることから、感染症罹患リスクが少ないと考えられる
行先が好んで選択され、リスクが伴うと考えられる行
先は避ける動きが見られる。
2． 「ちかばめぐり」を通じたSNSでの地域資源PRに
ついて
前述のセミナー参加者を対象に「ちかばめぐり」（試
作版）を配付した。「ちかばめぐり」では「発信する」
楽しさの紹介として、Instagramでご近所観光体験を
発信すること、投稿時にはハッシュタグ「＃ちかばめ
ぐり」を付けることを勧めている。このハッシュタグ
から、セミナー参加者の中で「ちかばめぐり」を使用
して投稿した者の数を調べたところ、参加者19名のう
ち、5名14件の投稿が確認できた（2021年3月）。
投稿内容は、ご近所観光先での風景や食べ物の紹介・
写真であるが、観光のテーマには投稿者独自の興味や
視点で紹介・調べられたもの（例：近所の橋めぐり）
もあり興味深かった。
　「ちかばめぐり」を契機とし、個店のメニューやニッ
チな観光資源などの行政が情報発信しにくい魅力的な
地域資源が、SNSを通じて個人からPRされたことは
本プロジェクトの成果であった。
また、経済効果については、ご近所観光での消費額
を具体的に記載した投稿は限られていたが、投稿者の
平均消費額は概ね1,400円であった。主な内訳は交通
費および飲食費である。前述のアンケート調査では、ご
近所観光で消費してもよいと考える平均消費額は
7,954円であり、乖離が生じることとなったが、これ
は投稿数が少数であり十分なデータ数を得られなかっ
たことが原因だと考えられる。
2021年度では、モニターアンケート結果を反映した
「ちかばめぐり」を配布する予定であり、本市地域資源
の新発見・再注目により観光消費額の向上、郷土愛の
醸成が図られることを期待したい。
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図3　アンケート問⑪結果表３ アンケート問⑪結果
